
 

 

 

 

 

 9月８日、仙台地本会議室において仙台地本 2018政策フォーラムが開催されました。 

政策フォーラムは、安全に、そして健康でゆとりをもって働くことの出来る職場環境をつくりあ

げるための活動として、職場で発生する様々な問題点に対して、議論を通じてまとめあげられた改

善案が発表されます。そしてその改善案は、よりよい職場環境をつくるために会社との協議を通じ

て活用されています。政策提言はこれまで以上に私たちＪＲ東労組が力を入れていかなければなら

ない重要な取り組みです。 

 

今回の地本政策フォーラムは５機関から、主に東北の将来像に向けての提言がなされ、福島支部

からは「福島地区の活性化について」と題し、福島の観光誘致の課題や東北本線の利用実態から見

える問題点と改善案などについて提言をしました。 

今後は様々な問題点に対して今まで以上に政策提言能力を高め、労使での真摯な議論を通じて安

全に、そして健康でゆとりをもって働くことの出来る職場環境をつくるために取り組んでいこう！ 

 

政策提言を基に会社と団体交渉できるのは労働組合の権利です！ 

福島支部もこれまで以上に安全・健康・ゆとり・働きがいの実現に向け

て業務課題に向き合っていきます！ 
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